
デジタルサイネージに注目



一口メモ

※デジタルサイネージ
　デジタル映像機器を使った電子掲示板

地域内外の住民の方に

ITを活用した情報発信を行うと

会の認知度･関心度が高まった。

ブログ・デジタルサイネージなど IT を活用した情報発信
東灘区 本山北町まちづくり協議会

本山北町まちづくり協議会は平成 24 年 12 月に設立さ

れ、翌年 3月よりブログを立ち上げました。ブログでは、

定例会や総会の案内･報告、まちづくりニュースレター

など現在の状況から、協議会設立までの経過や協議

会規約などの活動記録まで、幅広く情報を掲載し、い

つでも誰にでも見てもらえるようにしました。

　これは、年に 2 回紙媒体として発行するまちづくり

ニュースレターに比べ、ブログはよりきめ細かい活動内

容を知ってもらえます。

　また、行事については、本山ふれあいのまちづくり

協議会や本山中央婦人会、美しい街岡本協議会、甲

南大学などが企画・運営する JR 摂津本山駅のデジタ

ルサイネージ※も活用し、幅広く情報発信をしています。
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それぞれの団体の強みを活かし、地域活動の輪を拡げる

広報紙の制作など

 各構成委員の強みを活かすと

地域活動の輪が広く浸透する

灘区 鶴甲ふれあいのまちづくり協議会

鶴甲ふれあいのまちづくり協議会［以下ふれまち］では、

広報紙の作成を年 5 回、年間行事のタイミングに合

わせて発行しており、イベントの告知とともに、実施

されたイベントの報告も掲載しています。

　そこでは、PTA 関係者の広報部会員が小学生にイ

ベントの感想などの記事を寄稿してもらうなど、各委

員の持つ強みを活かした役割分担で広報紙が作成さ

れ、幅広い年代の方々に読んでいただいています。

　ふれまちの委員の｢あて職｣としての任期を終えられ

た方も､ 引き続き地域協力者として委員に残り､ 事業

を担ってもらうことで､ふれあいのまちづくりの活動の

輪が広く地域へ浸透することに繋がっています。
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広報を担う女性団員の

 仲間と行動する楽しさが伝わると

団員増加＋他の地域活動参加へ

仲間とともに活動する楽しさは、周りに伝わる
北区 北消防団有馬支団

おもに消防団活動の広報を担っている女性団員は、

地域での寸劇発表や駅伝大会への出場などを通じ、

消防団の存在意義を地域の内外へ発信しています。

　仲間とともに行う活動の楽しさは地域の若手の女性

にも伝わり､ 当初 6 名だった女性団員は現在では 13

名に増え､さらに活躍しています。

　この中からは地域の他の団体の活動にも新たに参

加する人も現れるなど､ 個々の組織を越えて地域を支

える人材が育っています。
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各ふれまちが協力して

 一緒に活動報告の場を設けると

認知度UPと地域間交流が生まれる

ふれまちフェスタで認知度 UP と地域間交流
長田区 ｢長田区ふれまちフェスタ｣実行委員会

長田区では､区内で活動している 21のふれあいのまち

づくり協議会［以下ふれまち］が一堂に集まり､地域福祉

センターで行われている日頃の活動の成果を展示･発

表する「長田区ふれまちフェスタ」を開催しています。

　歌、踊り、お琴などの舞台発表、日頃の活動の写真、

各協議会で作成した広報紙などの展示、手芸品や絵

画などセンター利用者の作品展示を行っています。

　また、腕を振るった食事や喫茶の販売コーナーや、

お茶席なども設けられるなど、種々楽しむことができ

る工夫がされています。

　ふれまちの認知度向上だけでなく、各ふれまちの

交流・情報交換にも一役買っているイベントです。
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塩屋まちづくり推進会では、ホームページとブログの

発信も行っており、まち歩きのイベントなどには、ホー

ムページやブログを見て、塩屋に関心がある人などの

地区外からの参加者もあるそうです。

掲示板を人通りの多い場所に置くと

より多くの人の目に触れ、

地域活動に参加する人が増えた。

人通りの多い場所に掲示板を置く
垂水区 塩屋まちづくり推進会

塩屋まちづくり推進会では、推進会独自の掲示板だ

けではなく、駅やコンビニエンスストア、商店会、自

治会などの人通りの多い場所の掲示板にも、活動チ

ラシを掲示しています。また、他の団体にご協力いた

だくことで、より多くの人に内容を伝えられています。

　さらに、掲示するチラシ自体もデザインやキャッチ

コピー、テーマにあった目を引く写真を載せるなどの

工夫をしています。

　こうした取組みの結果、ホームページではなく掲示

板にあるチラシを見て活動に参加された人が現れるな

ど、広報手段として効果があると推進会のメンバーは

考えています。


